







































 そこで、本論文全体を二つに分け、第 I部（第 1～3章）では予備的な整理としての「理
論的検討」を行い、第 II部（第 4～6章）では、第 I部で整理した課題を、筆者が得た民族
誌的資料をもとに考察する「民族誌的検討」を行った。 

















































 第 6 章では、調査地の人びとと筆者との対面的な状況というよりは、むしろ彼ら同士の
間で生じた出来事――すなわち、より広範囲の関係性がかかわる例――を検討した。その
ために、本章では新たに「顔」の議論を現象学から導入し、鷲田清一の著作を手掛かりに、
顔の対象化（その不可能性）を中心に予備的な整理を示した。 
 そのうえで、ある老人が知人から古着の提供をもちかけられ、隣人と筆者を派遣して受
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け取ろうとしたものの、結局は当のモノを得ることがかなわなかったという事例を検討し
た。そこには、「流れ」は必ずしも毎回首尾よくなしとげられる現象なのではなく、そのほ
ころびと紙一重であることが認められた。 
 結論では、「流れ」の現象のみでは、ともすれば戦略性、功利主義的側面に単純化された
理解（方法論的個人主義にもとづく理解）をもたらしかねないが、「顔」への着目は、そう
した単純化を防いでくれ、見る―見られるといった関係性の動態を扱える利点があること
を指摘した。そのうで、こうした知見に立つならば、顔の背後に「素顔」を読もうとした
り、顔をそむけ、またそむけられたりするという、具体的な相互行為の積み重ねの中で宗
派間の関係が緊張したり、あるいは宗派を超えた関係性が生成されたりするのではないか
という視点が開かれてくる。このような議論を行うことで、個人の多様な行為に着目する
ことにより、宗派主義的な枠組みの相対化につながることを展望した。 
